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れる要求を、(1) 様々な可視化手法を記述できる、(2) 容易に可視化手法を記述できる、(3) 実シス
テムへの組み込みが容易である、の 3項目に定め、それらに応じるために、データフロービジュアル
言語およびそれを操作する環境を提案している。 
要求(1)と(2)に応えるために設計されたデータフロービジュアル言語は、従来の開発環境が可視化
処理におけるデータの流れを開発者に提示していないことに着目し、その流れを視覚的に見せようと
いう発想に基づく。従来形式のユーザインタフェースとの比較実験を通して、データフロー型のユー
ザインタフェースの方が、理解のしやすさと記述の効率性において優位であることを示している。 
要求(3)に応えるために、プロトタイプ的に開発した情報可視化手法を、再実装することなく実シ
ステムへの埋め込む手法を提案している。可視化処理におけるデータの流れに基づいて、実システム
への依存部分／非依存部分の切り分けを整理するとともに、依存部分の記述を効率化するための関数
の設計を示している。さらに、パフォーマンス評価およびユースケースを通して、設計および開発し
た環境が十分な実用性を備えていることを示している。 
情報可視化に利用できる視覚的表現を拡張するために、時間軸を用いた量的データの可視化手法の
開発および評価の過程も示している。小図形の繰り返しアニメーションを利用して、量的データを表
現するもので、従来使われている静的な視覚変数と遜色ない表現精度を持つことを示している。これ
はすでに開発していた情報可視化手法の開発環境の実用性を実証するためのケーススタディである
とともに、情報可視化手法の設計空間を拡張した点でも意義がある。 
本論文は、今後ますます必要性が高まると考えられる情報可視化手法の開発環境に関して、新しい
方式およびそれに関する有用な知見を提示しており、新規性、有用性、さらに実用性において優れた
ものであることから、博士（工学）の学位を受けるに十分な論文と評価する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２９年１月３０日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
